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コ
ラ
ム 「伝

統
を
受
け
継
ぐ
」  

 
 

法
人
・
個
人
会
員
の
皆
様
、
日
頃
よ
り
オ
イ
ス
カ
へ
の
御
支
援
ご
協

力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
桜
の
開
花
が

早
く
、
３
月
２８
日
に
研
修
生
た
ち
と
セ
ン
タ
ー
で
お
花
見
を
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
の
藤
の
花
も
す
で
に
満
開
で
つ
つ
じ
の
花
が
ち
ら
ほ
ら

咲
き
始
め
て
い
ま
す
（４
月
２０
日
現
在
）。 

さ
て
、
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
に
よ
り
２
月
に
新
研
修
生
５
名
（
マ

レ
ー
シ
ア
・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
・
ス
リ
ラ
ン
カ
ン
・
イ
ン
ド
・
メ
キ
シ
コ
）
が

入
国
し
ま
し
た
。
先
輩
研
修
生
を
合
わ
せ
て
１０
名
に
な
り
ま
し
た
。 

研
修
主
任
の
レ
ニ
指
導
員
に
よ
る
と
、
２
年
目
の
研
修
生
は
入
国

し
て
１
年
が
経
ち
、
「
動
き
が
１
年
目
と
は
全
然
違
う
」
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
イ
ン
ド
研
修
生
の
シ
ャ
ム
君
は
、
日
本
語
が
全
く
分
か
ら

な
い
後
輩
研
修
生
を
み
て
「
私
た
ち
が
日
本
に
来
た
と
き
も
こ
ん
な

に
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。
先
生
た
ち
も
大
変
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
先
輩
研
修
生
は
我
々
職
員
の
背
中
を
よ
く
見
て

い
ま
す
。
そ
し
て
後
輩
研
修
生
は
先
輩
研
修
生
の
背
中
を
み
な
が

ら
、
オ
イ
ス
カ
の
精
神
を
身
に
つ
け
て
ゆ
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

最
近
思
う
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
人
間
は
一
人
一
人
に

善
な
る
す
ば
ら
し
い
も
の
を
た
く
さ
ん
備
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
れ
が
普
段
は
心
の
奥
底
に
隠
れ
て
お
り
、
表
に
現
れ
て
こ
な

い
。
こ
れ
を
表
に
現
し
て
い
く
ス
イ
ッ
チ
が
た
く
さ
ん
心
の
中
に
備
え

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ス
イ
ッ
チ
は
「
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
に
な
っ
て
い
る
人
が

多
い
。
こ
の
ス
イ
ッ
チ
を
「
Ｏ
Ｎ
」
に
す
る
仕
掛
け
が
オ
イ
ス
カ
の
研
修

セ
ン
タ
ー
に
詰
ま
っ
て
い
る
。 

わ
ず
か
６
日
と
い
う
オ
イ
ス
カ
研
修
で
な
ぜ
新
入
社
員
が
変
わ
る

の
か
。
そ
れ
は
、
彼
ら
自
身
が
研
修
を
通
じ
て
、
自
分
の
心
に
眠
っ
て

い
た
ス
イ
ッ
チ
を
自
分
で
「
Ｏ
Ｎ
」に
し
た
だ
け
な
ん
で
す
ね
。 

こ
の
ス
イ
ッ
チ
は
新
し
い
も
の
で
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
統
的
に
受
け
継

が
れ
て
生
き
た
日
本
に
も
と
も
と
あ
る
人
づ
く
り
の
精
神
そ
の
も
の

だ
っ
た
ん
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
伝
統
は
有
形
無
形
の
価
値
が
あ
り

ま
す
。
な
く
せ
ば
、
簡
単
に
消
失
し
て
し
ま
う
は
か
な
い
も
の
で
す
。

こ
れ
を
次
世
代
に
継
承
し
た
い
も
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉 

裕
一
郎 

 

研
修
生 

基
礎
研
修
修
了
式 

 

今
年
の
２
月
中
旬
に
入
国
し
た
新
研
修
生
が
、
３
月
２７
日
に
基
礎

研
修
修
了
式
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
の
研
修
生
は
４
人
、
家
政
研
修

生
は
１
人
で
す
。
農
業
研
修
生
の
４
人
は
マ
レ
ー
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
と
イ
ン
ド
、
家
政
研
修
生
は
、
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
研
修

生
で
す
。 

家
政
研
修
生
の
フ
ァ
ニ
さ
ん
は
、
2016
年
に
オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
で
短
期
研
修
を
研
修
し
た
事
が
あ
っ
て
、
日
本
語
理
解
が
高

い
で
す
。
農
業
の
新
研
修
生
は
、
初
め
て
来
た
時
日
本
語
が
話
せ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
で
は
少
し
ず
つ
簡
単
な
会
話
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

基
礎
研
修
の
間
、
研
修
生
は
日
本
語
、
規
律
訓
練
、
時
間
の
管
理
、

日
本
の
生
活
な
ど
の
勉
強
を
し
ま
し
た
。
基
礎
研
修
が
終
わ
っ
た
ら
本

研
修
を
始
め
ま
す
。
本
研
修
は
基
本
的
に
は
農
業
の
研
修
が
多
く
な

り
ま
す
。
土
作
り
か
ら
野
菜
が
販
売
に
出
せ
る
ま
で
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
家
政
研
修
生
は
、
料
理
だ
け
で
は
な
く
メ
ニ
ュ
ー
作
り
、
お
菓

子
作
り
、
パ
ン
作
り
な
ど
を
勉
強
し
ま
す
。 

今
年
は
先
輩
研
修
生
も
い
ま
す
。
先
輩
研
修
生
が
後
輩
を
し
っ
か

り
見
守
っ
て
く
れ
る
し
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
勉
強
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
研
修
生
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
様
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ガ
デ
ィ 
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オ
イ
ス
カ
中
部
日
本
後
援
会
主
催 

 

 
 
 
 

オ
イ
ス
カ
活
動
報
告
会 

 

 

 

  

 

 
 
 
 
 

        

  

第１０９回 新入社員研修を実施 
 

               

 

４月１日（１日コース）、５日～１０日（フルコース）、第１０９期新入社員研修を実施しました。名古屋東部

陸運（株）・日本モウルド工業（株）・太啓建設（株）・（株）淺野機械工業所・（公財）オイスカの５事業所32

名に参加いただきました。 

 オイスカの新入社員研修は新入社員に必須のビジネスマナー等に加え、オイスカならではの体験型

の特色ある研修内容になっています。挨拶実習、トイレ掃除実習、農業実習、生命の循環実習（鶏解

体）、野外総合実習などを通じ、リーダーシップやチームの一体感と感謝力を高める研修です。参加さ

れた新入社員様の今後の活躍を期待しています。                         小杉裕一郎 

４月７日 生命の循環実習 

４月８日 創作ゲーム 

４月１０日 グループ討議 

３
月
６
日
、
オ
イ
ス
カ

中
部
日
本
後
援
会
に
よ

る
オ
イ
ス
カ
活
動
報
告

会
が
名
古
屋
市
の
東
桜

会
館
に
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
後
援
会
会
長
は
、

中
部
電
力
株
式
会
社
の

勝
野
哲
氏
（
中
部
電
力

㈱
会
長
）
。
中
部
日
本

後
援
会
は
、
中
部
経
済

連
合
会
加
盟
の
オ
イ
ス

カ
会
員
企
業
に
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
回
は
、
オ
イ
ス
カ
本
部
の
吉
田
部
長
か
ら

宮
城
県
で
の
海
岸
林
再
生
事
業
な
ど
の
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
勝
野
会
長
の
挨
拶
の

後
、
吉
田
部
長
は
現
場
で
の
経
験
を
踏
ま
え
多

く
の
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
熱
の
こ
も
っ
た
話
を
し

ま
し
た
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

森
田 

惣
一 

 

勝野 哲会長 



 

 

                     

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

           

 

 

    

  

  

全
国
支
部
研
修
会
を
実
施 

 
４
月
１７
日
～
１８
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
全
国
支
部

事
務
局
員
が
一
堂
に
会
し
、
「
全
国
支
部
研
修
会
」
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

本
研
修
会
は
、
オ
イ
ス
カ
本
部
が
主
催
し
、
昨
年
西

日
本
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
今
回
は
中
部
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
２
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
昨
年
各
支
部
事
務
局
で
定
め
た
「
チ
ャ
レ
ン

ジ
宣
言
」
の
進
捗
状
況
の
確
認
や
、
本
部
・
支
部
間
の
連

携
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

学
び
と
気
づ
き
を
得
て
散
会
。
各
県
支
部
の
組
織
力
の

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。  

 
 
 
 

森
田
惣
一 

 

 

 

  
 

              
 

 

       
 

 

     

                   
 

 
 

  
 

     
 
 
 
 
 

    

                
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    
 

    
 

 
 

  
 

 

       

             
 

                

ほうれん草の収穫 

稲苗のぼかし肥料づくり 

ほうれん草の出荷準備 

キュウリ定植 

トマトの芽かき 

稲の播種、ボランティアの皆さんに手伝って頂きました 

 

各グループで意見交換・発表 

３・４月 研修生の活動  レニ 



 

 

 

近
藤
産
興
株
式
会
社
様
か
ら 

毛
布
100
枚
寄
贈 

 

                

３
月
２５
日
、
近
藤
産
興
株
式
会
社
様
（
特
別

法
人
会
員
・
本
社
名
古
屋
市
南
区
）
の
近
藤
昌
三

社
長
と
近
藤
元
帥
専
務
の
ご
対
応
に
よ
り
、
新
品

毛
布
100
枚
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
生
・

技
能
生
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 

小
杉
裕
一
郎 

 

     
 
 

 

                      

                            

                             

             

書
き
損
じ
は
が
き 

酒
向
淳
治
（
豊
田
市
） 

 

寄
付
品 

ゆ
う
農
会
（
豊
田
市
） 

村
松
明
（西
尾
市
） 

原
田
写
真
館
（豊
田
市
） 

松
野
誠
寛 

中
村
建
設 

株
式
会
社
（
浜
松
市
） 

明
保
澄
雄
（
岡
崎
市
） 

Joh
n
 P

h
ilio S

alv
ad

or

（秋
田
県
） 

株
式
会
社m

aru
ich

i

（犬
山
市
） 

服
部
俊
美 

土
屋
峻 

萩
原
玲
子 

更
新
会
員
名
簿
（７
０
４
／
７
７
９
） 

 

安
城
（
７
５
／
９
０
）有
限
会
社 

か
ね
と
み 

岡
崎
（
２
５
／
２
６
）新
海
正
春 

豊
田
（
１
７
９
／
２
０
３
）
奥
平
芳
晴
、
桜
電

設 

株
式
会
社
、
髙
木
禎
宜
、
中
村
仁
美
、

中
山
純
二
、
粕
谷
忠
弘
、
牧
野
内
隆
夫
、
松

村
鉱
一
、
谷
口 

隆
、
酒
向
淳
治
、
う
た
ご
え

グ
ル
ー
プ 

わ
い
が
や 

名
古
屋
（
５
１
／
５
６
）
小
池
商
事 

株
式
会

社
、
株
式
会
社 

代
輝 

名
古
屋
北
（
２
８
／
３
３
）長
縄
裕
一 

名
古
屋
西
（
１
１
／
１
３
）
加
藤
慎
二
、
株
式

会
社 

G
U

N
S
H

I

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
株
式
会

社 

鈴
木
産
業 

名
古
屋
東
（
１
９
／
２
２
）
株
式
会
社 

タ
カ

ギ
ス
チ
ー
ル
、
株
式
会
社 

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

ジ
ャ
パ
ン
、
株
式
会
社 

i&
f

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
、
株
式
会
社 

大
喜
荘 

丹
羽
（
６
３
／
６
６
）
大
前
温
子
、
有
限
会
社 

市
川
畳
イ
ン
テ
リ
ア
、
眞
喜
智
也 

半
田
（
１
８
／
１
９
）
手
島
ガ
ス
住
設 

株
式

会
社 

碧
南
高
浜
（
３
７
／
４
５
）田
代
清
一 

み
よ
し
（
４
０
／
３
６
）
株
式
会
社 

花
田
鐵

工
所 

セ
ン
タ
ー
（
４
２
／
４
７
）
渡
会
一
昭
、
山
下

清
志
、
市
脇
公
平
、
永
井
祥
一
、
山
口
朝

子
、
大
木
雅
俊
、
株
式
会
社 

健
康
フ
ァ
ー

ム
、
安
部
雅
之 

（
三
月
末
ま
で
掲
載
） 

 

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ 

梅
村
清
春
（
豊
田
市
） 

安
成
工
業 

株
式
会
社
（
安
城
市
） 

酒
井
喜
代
子
（丹
羽
郡
大
口
町
） 

 

ベ
ル
マ
ー
ク 

二
宮
恵
美
子
（四
日
市
市
） 

株
式
会
社 

山
信
商
店
（
豊
田
市
） 

稲
垣
ヒ
サ
エ
（豊
田
市
） 

寄贈いただいた毛布と 

オイスカ海外研修生・技能実習生 

オ
イ
ス
カ
愛
知
県
支
部 

幹
事
会 

  

センターの中庭の藤の花 

マ
ル
ビ
ン
さ
ん
着
任 

 

４
月
か
ら
中
部
セ
ン
タ
ー
に
着
任

し
ま
し
た
、
マ
ル
ビ
ン
と
申
し
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
参
り
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

1999
年
に
オ
イ
ス
カ
西
日
本
研
修
セ

ン
タ
ー
で
農
業
の
研
修
生
と
し
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
2008
年
か

ら
１
年
間
、
農
業
指
導
員
研
修
生

と
し
て
再
度
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
2011
年
に
再
来
日
し
、
2026
年

３
月
ま
で
15
年
間
、
西
日
本
研
修

セ
ン
タ
ー
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し

ま
し
た
。
主
に
稲
作
と
養
鶏
を
担
当

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
機
械
の

整
備
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
中

部
セ
ン
タ
ー
で
も
農
業
指
導
を
担

当
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。 

     
 

４
月
２５
日
、
中
部
日
本
研
修
セ
ン
タ
ー
に
て
愛
知

県
支
部
幹
事
会
（
総
会
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

主
な
事
業
計
画
は
１１
月
の
２０２６
オ
イ
ス
カ
デ
ー
、
６
月

の
会
員
増
強
月
間
、
ほ
ぼ
毎
月
の
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
三
つ
で
す
。
多
く
の
皆
様
の
御
理
解
と
ご
協
力
の
基

に
実
施
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

森
田
惣
一 


